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お手入れのしかた

■エアコンを数シーズンご使用になりますと内部が汚れ性能が低下することがあります。
　ご使用状態によっては、においが発生したり、ゴミ・ホコリなどによりドレン水の処理能力
　が悪くなることもあります。通常のお手入れとは別に点検整備（有料）をお勧めします。
　点検整備はお買い上げの販売店にご相談ください。

点　検　整　備

シーズン後のお手入れ

内部を乾燥させるため、晴れた日
に半日ぐらい送風運転をします。

、 運転を停止して、電源プ
ラグを抜いてください。

掃除後はもとどおりに
取り付けます。

送風運転をする 電源プラグを抜く フィルターの掃除

固定レバー

運転を停止して、電源
プラグをコンセントか
ら抜いてください。

排水工事をしている場
合は、排水用のホース
などをはずします。

エアコンの取りはずしかた

● 取りはずすときは、事前に内部を乾燥させるために、晴れた日に半日ぐらい送風運転をしてください。

ご注意 　
シーズンオフなど取りはずすときは、次のようにおこなってください。

● 取付枠を取りはずすときは、取り付けの逆の順序でおこなってください。
くわしくは取付工事説明書をご覧ください。　

● 取りはずした部品は大切に保管してください。
● 本体は立てた状態で保管してください。

本体固定ネジをはずしてから
固定レバーを左方向へずらし、
エアコン本体を手前にしっか
りささえながら引きだします。

内部表面のお手入れ

● けがや故障の原因となります。
● フィンが著しく変形した場合、よく冷えないなど能力不足の

原因となります。

熱交換器にふれないでください。

● 性能低下の原因となります。
掃除機で熱交換器に傷をつけないでください。

● 運転を停止し、電源プラグをコンセントから抜いてください。
● グリルとフィルターを取り外して、掃除機で熱交換器表面の

ほこりを取り除いてください。

ご注意

温度センサーがはずれると
故障の原因となります。
温度センサー周辺の掃除は
ご注意ください。

温度センサー














